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1．大淀川水系河川整備基本方針変更の概要

・平成17年9月の台風14号による洪水では、基本高水のピーク流量を上回る洪水
が発生し、流域内で約4,700戸の浸水被害が生じた。

・今回、大淀川水系河川整備基本方針について、次の変更を行う。

・平成17年9月の洪水を踏まえた、基本高水のピーク流量や計画高水流量の変更
・「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取組を踏まえた減災対策について追記 等

①平成17年9月の台風14号洪水被害の記述を追加
（１．（１）流域及び河川の概要）

②今後の河川整備の方針に関する記述を追加等
（１．（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

ア 災害の発生の防止又は軽減
ウ 河川環境の整備と保全）

③基本高水のピーク流量、主要な地点における計画高水流量の変更等
（２．（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項、

（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項）

④その他（市町村合併に伴う流域内市町村数の修正等）
（１．（１）流域及び河川の概要 等）

＜河川整備基本方針本文の変更箇所＞

＜変更の概要＞
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2．大淀川流域の概要

■上流は盆地（都城盆地）となっており勾配は1/1000程度
■中流は山間狭隘部となっており勾配は1/200～1/800程度
■下流は沖積平野（宮崎平野）となっており勾配は1/1000～

1/5000程度、支川本庄川は急峻な山地地形

森林等が69%、田畑等が22%、
宅地等が9%
宮崎市、都城市に宅地等が集中大淀川の洪水要因

流域平均月別降水量

大淀川下流部横断イメージ図（A-A’断面）

梅雨前線他 25%

台風性 75%

大淀川流域立体イメージ図

流域面積（集水面積）： 2,230km2

幹川流路延長 ： 107km
流域内人口 ： 約60万人

想定氾濫区域面積 ： 約89km2

想定氾濫区域内人口 ： 約14万人

想定氾濫区域内資産額： 約2.5兆円

主な市町村： 宮崎市、都城市、

国富町、綾町 等

年平均降水量は全国平均の約1.6倍
となる約2,600mm
主要洪水の大半が台風性の降雨

年間降水量
約2,600mm

大
淀
川 

宮崎市役所

宮崎県庁

左岸右岸

宮崎県庁

宮崎市役所

日向灘

大規模出水の洪水要因
（雨量（M28～H23）、流量（S36～H23）の上位計20洪水）

■本川上流域は、灰白色の火山噴火物のシラス層が広く分布
■流域北部を流れる支川本庄川の流域は、砂岩、頁岩、粘板

岩が広く分布

国管理区間
（0.0k～28.4k）

国管理区間
（53.8k～78.8k）

くにとみ あや
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流域及び氾濫域の諸元

降雨特性

流域図

土地利用 主な産業
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約1/1000程度

約1/200
～1/800程度

約1/1000
～1/5000程度

大淀川河床勾配イメージ図

県管理区間
（28.4k～53.8k）

中流部

下流部

農業や畜産業が盛んであり、特産品
であるマンゴーや宮崎牛は全国的に
有名
質の高い原料により生み出される焼
酎も日本一の出荷額を誇る

宮崎牛 焼酎

上流部

○ 大淀川は、宮崎県、鹿児島県、熊本県の3県を流域とする幹川流路延長107km、流域面積2,230km2の一級河川である。

○ 下流部は、宮崎県の県庁所在地である宮崎市の市街地を貫流し、上流部は宮崎県内で二番目の人口を擁する都城市の市街地を貫流している。
○ 国が直轄管理する本川区間は、河口～28.4km、53.8km～78.8kmとなっており、中流部の28.4km～53.8kmの山間狭隘部の区間は宮崎県が管理している。

大淀川
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高岡町宮水流地区(大淀川18k付近右岸)の浸水状況

床上 床下

S29.9 6,940 台風12号 3,173 5,303

S57.8 7,140 台風11号 264 463

H 5.8 7,020 前線 771 784

H 9.9 6,880 台風19号 401 584

H17.9 9,470 台風14号 3,834 872

流量

(m3/s)
洪水年 洪水要因

浸水戸数(戸)

○ 大淀川は、昭和2年に国直轄による河川改修に着手した。その後、宮崎県が昭和30年～40年代に多目的ダムとして綾南ダム、綾北ダム、岩瀬ダムを整備した。
○ 昭和40年には工事実施基本計画を策定し、平成15年には河川整備基本方針を、平成18年には河川整備計画を策定した。
○ 平成17年9月の台風14号に伴う洪水において、観測史上最大の流量を記録する洪水が発生し約4,700戸の浸水被害が発生した。これを踏まえ、平成17年度から平

成22年度の5年間で、激特事業による河川整備を集中的に実施した。

昭和29年9月10日～13日洪水（台風12号）
柏田地点流量：6,940m3/s（推算流量）
床上浸水 3,173戸、床下浸水 5,303戸

大正10年 宮崎県により改修に着手

昭和39年 総体計画の策定
〈基本高水のピーク流量〉：7,500m3/s（宮崎地点）
〈計画高水流量〉 ：7,000m3/s（宮崎地点）

昭和57年8月24日～27日洪水（台風11号）
柏田地点流量：7,140m3/s （観測流量）
床上浸水 264戸、床下浸水 463戸

平成 5年7月31日～8月2日洪水（前線）
柏田地点流量：7,020m3/s （観測流量）
床上浸水 771戸、床下浸水 784戸

・綾北ダム完成（昭和35年:宮崎県施工）
・綾南ダム完成（昭和33年:宮崎県施工）

平成9年9月14日～16日洪水（台風19号）
柏田地点流量：6,880m3/s（観測流量）
床上浸水 401戸、床下浸水 584戸

平成16年8月29日～30日洪水（台風16号）
柏田地点流量：6,480m3/s（観測流量）
床上浸水 164戸、床下浸水 203戸

平成17年9月4日～6日洪水（台風14号） 【観測史上最大】
柏田地点流量：9,470m3/s（観測流量）、

：10,500m3/s（ダム戻し流量）
床上浸水 3,834戸、床下浸水 872戸

平成15年 河川整備基本方針の策定
〈基本高水のピーク流量〉：9,700m3/s（柏田地点）
〈計画高水流量〉 ：8,700m3/s（柏田地点）

昭和 2年 大淀川下流、本庄川下流の直轄改修工事に着手
〈計画高水流量〉 ：5,500m3/s（宮崎地点）

昭和24年 大淀川上流の直轄改修工事に着手
〈計画高水流量〉 ：3,000m3/s（樋渡地点）

昭和28年 総体計画の策定
〈計画高水流量〉 ：4,000m3/s（樋渡地点）

：7,000m3/s（宮崎地点）

昭和40年 工事実施基本計画の策定
〈基本高水のピーク流量〉：7,500m3/s（宮崎地点）
〈計画高水流量〉 ：7,000m3/s（宮崎地点）

・岩瀬ダム完成（昭和42年:宮崎県施工）

昭和18年9月18日～20日洪水（台風26号）
柏田地点流量：不明
床上浸水 9,361戸 （※県下の被害）

平成18年 河川整備計画の策定
〈河川整備計画の目標流量〉：8,100m3/s(柏田地点)
〈河道の配分流量〉：7,200m3/s(柏田地点)

宮崎市大塚町(大淀川6k付近右岸）の浸水状況

宮崎市下小松地区（大淀川8k付近右岸）浸水状況

宮崎市小松地区(大淀川4k付近左岸)の浸水状況

宮崎市中村町(大淀川4k付近右岸)の浸水状況

主な洪水と被害

（P=40m3/s、大淀川5k4付近右岸）

平成17年 大淀川激甚災害対策特別緊急事業を採択

3

大淀川水系

主な洪水と治水計画 主な洪水被害

これまでの治水対策

3．主な洪水と治水対策

※出典：高水速報等

昭和29年9月洪水

平成9年9月洪水

昭和57年8月洪水 平成5年8月洪水

平成17年9月洪水

※流量値は、S29は推算流量、その他は観測流量

綾南ダムの整備
（宮崎県、昭和33年完成）

大淀川の堤防整備
（平成18年完成）

大淀川

（大淀川3k0～4k0付近左岸）

■宮崎市街部の
洪水対策として特殊堤を整備

■床上浸水被害軽減のため、
排水機場を整備

■綾南・綾北・岩瀬ダムに
よる洪水調節により下流
域の洪水流量を低減

宮崎市街部の掘削
（平成19年完成：
激特事業）

青柳排水機場の整備
（平成14年完成）

■平成17年9月洪水を踏まえて宮崎

市街部での河道掘削を実施

■10日から降り続いた雨は、都城で679mm
を記録し、 流域で甚大な被害が発生

■25～27日にかけ、三股で総雨量642mm、青井
岳492mmを記録し、各地で浸水被害が発生

■7月31日から降り出した雨は、
巣ノ浦で総雨量699mmを記録し、
各地で多くの浸水被害が発生

■14日から降り出した雨は、
三股で総雨量873mmを記録
し、各地で浸水被害が発生

■記録的な豪雨をもたらし、
3日間で年間降水量の3割
超を記録。各地で甚大な
被害が発生

（鶴島地区 大淀川5k0～6k0付近）
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○ 平成15年2月に策定した河川整備基本方針は、基準地点柏田において、基本高水のピーク流量を9,700m3/sとし、綾南ダム、綾北ダム、岩瀬ダム等の流域内洪水
調節施設にて1,000m3/sを調節し、計画高水流量を8,700m3/sとしている。

【計画諸元】
計画規模 1/150
対象降雨の降雨量 573mm/48時間（柏田）

河川名 基準地点
基本高水の
ピーク流量
（m3/s）

洪水調節施設に
よる調節流量

（m3/s）

河道への
配分流量
（m3/s）

大淀川 柏田 9,700 1,000 8,700

(2) 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針（抜粋）

災害の発生の防止又は軽減に関しては、沿川地域を洪水から防御するため、
流域内の洪水調節施設により調節を行うとともに、大淀川の豊かな自然環境や
市街部の都市景観等に配慮しながら、堤防の新設、拡築及び河道掘削により河
積を増大させ、護岸等を施工し、計画規模の洪水を安全に流下させる。また、
高潮堤防等を施工し、台風等による高潮にも対処する。

近年多発している内水被害に対しては、関係機関と連携を図りながら対策を
進めていく。また、整備途上段階で施設能力以上の洪水が発生した場合におい
ても、できるだけ被害を軽減できるよう必要に応じ対策を実施するとともに、
計画規模を上回る洪水に対しても、被害を極力抑えるよう努める。

さらに、洪水時の被害を最小限に抑えるため、ハザードマップ作成の支援、
防災訓練への参加等により災害時のみならず平常時から防災意識の向上を図る
とともに、洪水予報・水防警報の充実、水防活動との連携、情報伝達及び警戒
避難体制の整備を行う。あわせて土地利用計画との調整、住まい方の工夫等の
対策を関係機関や地域住民と連携して推進する。

なお、支川及び本川中上流区間については、本支川及び上下流バランスを考
慮し、水系として一貫した河川整備を行う。

河川の維持管理に関しては、適正な河道形状の維持、災害発生の防止、河川
の適正な利用、流水の正常な機能の維持及び河川環境の整備と保全の観点から、
河川の有する多面的機能を十分に発揮できるよう適切に行う。特に、堤防、樋
管等の河川管理施設については、常に良好な状態に保持し、その機能を確保す
るよう施設整備の進歩に合わせて維持補修や機能改善などを計画的に行うとと
もに、これら施設管理の高度化・効率化を図る。

（以下、省略）

1,100 2,200

2,300

1,000

庄
内
川

高
崎
川

岩
瀬
川

本
庄
川

深
年
川

日

向

灘

沖
水
川

岳
下

●

樋
渡

●

高
岡

●

嵐
田

●

柏
田

■
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1,000

■宮崎市街部においては、平水位以上の掘削により当時
の流下能力8,200m3/sに対して8,700m3/sの流下能力を

確保できることを確認

宮崎大橋

大淀川水系河川整備基本方針（平成15年2月策定）の概要 計画高水流量

河道計画の考え方

4．河川整備基本方針（現行計画）の概要
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○ 平成17年9月の台風14号に伴う降雨によって、基準地点柏田上流の流域平均雨量が24時間で約465mm、48時間で約706mmを記録した。
○ これにより、基準地点柏田では、観測史上最大流量の約9,500m3/sを記録した。ダムによる洪水調節や氾濫が生じなかった場合の同洪水のピーク流量は

約10,500m3/sとなり、基本高水のピーク流量9,700m3/s を大きく上回った。

大淀川水系

等雨量線図 主な洪水被害

■下流部を中心として大淀川水系の広範囲において約4,700戸(うち床上浸水は約
3,800戸)の浸水被害が発生

■宮崎市においては、浄水場や医療機関等が浸水し、地域の社会経済に大きな影響を
及ぼした

水位の状況（柏田）

5．平成17年9月(台風14号)洪水の概要

5

流域中央の南北に強い雨域が集中

H17洪水雨量・流量

年最大流量

年最大24時間雨量

年最大48時間雨量

計画高水位を約11時間超過 過去60年間で第1位の雨量を記録

過去60年間で第1位であり、かつ

既定計画の対象降雨の降雨量以上
の雨量を記録

過去60年間で第1位であり、かつ

基本高水のピーク流量以上の流量
を記録

大淀川上流部大淀川下流部

平成17年9月4日17時～9月6日16時（48時間雨量）

床上浸水
床下浸水

床上浸水
床下浸水

約9,500m3/s

（実績）

田代八重
1,308mm

宮崎
430mm

三股
1,161mm

末吉
352mm

岩瀬ダム
757mm

※出典：国土交通省 宮崎河川国道事務所調べ

約11時間
（6:00～17:00）

最高水位
9月6日11：00 9.89m

計画高水位 9.36m

氾濫危険水位 9.10m

既往最大洪水：約10,500ｍ /ｓ
既定計画基本高水のピーク流量 9,700m3/s

既往最大洪水：465mm/24hr

下流地区浸水被害

上流地区浸水被害

浸水面積 1,155 ha

浸
水
戸
数

床上 137 戸

床下 86 戸

合計 223 戸

浸水面積 2,166 ha

浸
水
戸
数

床上 3,697 戸

床下 786 戸

合計 4,483 戸

自衛隊による土のう積み（宮崎市街部） 宮崎市内の住宅浸水（大谷川沿い）

浄水場の浸水（宮崎市）医療機関の浸水（宮崎市提供）

既定計画の対象降雨の降雨量573mm/48hr

既往最大洪水：706mm/48hr



大淀川水系6．平成17年9月洪水を踏まえた激特事業の概要

13k

1k 0k
2k

4k
5k

6k

7k

8k

9k

10k

11k

12k

14k15k
16k

17k
18k

19k

20k

21k

22k
23k

24k

25k

26k

27k
28k

0k

1k
2k

3k4k5k6k

7k

8k11k
13k15k

3k

平和台大橋

大
ノ

丸
橋

9k
10k12k14k

16k

日
向
灘

本川下流地区（大淀川5～9k付近）
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※事業箇所については、国土交通省による
施工箇所のみの記載

大淀川激甚災害対策特別緊急事業の概要

■河川激甚災害対策特別緊急事業の主な考え方
（目的）

平成17年9月出水と同規模の洪水に対して、外水
氾濫及び内水による床上浸水被害の軽減を図る。

（方針）
○外水に対しては、基本方針河道を上限とした
河道の整備（築堤・河道掘削）により、最大限
の水位低減効果を図る。

○内水に対しては、河道の整備により洪水継続
時間の短縮を図ると共に、総合的な内水対策
（排水機場等）を実施することにより、1/10規
模の降雨に対して床上浸水被害の軽減を図る。

（整備内容）
【国土交通省】

総事業費：232億円、全12地区
事業内容：河道掘削、築堤、内水対策等

本庄川

深年川

大淀川

6

築堤
吉野地区（本庄川4～5k付近右岸）

赤谷地区（大淀川26k付近左岸）
築堤 築堤

楠見地区（大淀川23k付近右岸）

糸原地区（大淀川15k付近左岸）
築堤

高岡地区（大淀川22k付近左岸）
築堤

5/0 10/0 15/0 20/0 25/0

八重川合流点

一ツ葉大橋

新小戸ノ橋

小戸ノ橋

宮崎鉄道橋

大淀大橋

橘橋

天満橋

高松橋

新宮崎大橋

大淀川水管橋

平和台大橋

大淀第一床固

柏田観測所

相生橋

本庄川合流点

有田橋

大淀川橋

新花見橋

大の丸橋

高岡観測所

楠見大橋

浦之名川合流点

宮崎

◎

宮崎

◎

柏田

◎

高岡

-10

0

10

20

30

↑

標

高
(TP.m)

距離標 （km） →

H17痕跡水位（左岸）

H17痕跡水位（右岸）

◎：観測所ピーク水位（H17）

平均河床高

最深河床高

大淀川下流洪水痕跡水位縦断図

○ 平成17年9月洪水を踏まえ、大淀川の下流部および支川本庄川等では、平成17～21年度の5年間で河川激甚災害対策特別緊急事業として、築堤、河道掘削、排
水機場等の河川整備を集中的に実施した。

○ これにより、宮崎市街部の区間では、基準地点柏田の計画高水流量8,700m3/s相当の流下能力を確保したが、平成17年9月洪水と同じ流量が発生した場合には河
川水位がHWLを上回る状況にある。
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○基準地点柏田の実績ピーク流量の上位5洪水にて再現性を確認した。

○ 現行の河川整備基本方針で定めた基本高水のピーク流量を上回る洪水が発生したことを踏まえ、あらためて基本高水を検討した。
○ 基本高水の検討にあたっては、貯留関数法を用い、実績の雨量・流量データをもとに流出計算モデルの定数等を見直して、流出計算モデルを再構築した。その

際、主要な実績洪水を用いて再現計算を行い、流出計算モデルの妥当性を確認した。

流域定数f1、Rsaの検討

総雨量と総直接流出高の関係図（例）

○過去から流量データのある7地点（岳
下、樋渡、嵐田、柏田、岩瀬ダム、
綾南ダム、綾北ダム）を対象地点と
して実績流量のハイドログラフをも
とに流出成分を直接流出成分（表面
流出成分と中間流出成分）と間接流
出成分（地下水流出成分）に分離し
、各洪水毎の総直接流出高を用いて
プロットし、 f1、Rsaを求めた。

○代表地点で求めた値を用い、地質特
性を考慮したうえで各小流域の定数
を設定した。

f1=0.50
Rsa=390mm
K=2.59～26.34
P=0.58
TL=10～200分

岳下～樋渡上流域

f1=0.60
Rsa=220mm
K=3.90～45.50
P=0.45
TL=0～180分

樋渡・嵐田下流域

f1=0.60
Rsa=170mm
K=14.08～45.28
P=0.44
TL=0～50分

綾南・綾北ダム～嵐田上流域

f1=0.50
Rsa=250mm
K=17.03～47.52
P=0.44
TL=10～40分

綾北ダム上流域

f1=0.50
Rsa=170mm
K=37.56
P=0.45
TL=130分

綾南ダム上流域

f1=0.40
Rsa=470mm
K=13.94～21.31
P=0.45
TL=50～80分

岩瀬ダム上流域

f1=0.40
Rsa=270mm
K=6.03～28.10
P=0.35
TL=10～140分

岳下上流域

流域定数K、P、TLの検討

○検討地点の観測流量、上流域平均雨量
のデータが揃っており、上流に貯留施
設等が無く自然流況の把握が可能な5
地点（岳下、樋渡、岩瀬ダム、綾南ダ
ム、田代八重ダム）を対象に各地点の
実績ピーク流量の上位５洪水について
検討を行った。

○ K、Pについては、各地点において、
原則として最大流量を記録した洪水の
定数を用い、TL については、対象洪
水の平均値を用いた。

○代表地点で求めた値を用い、地質特性
を考慮したうえで各小流域の定数を設
定した。その際、各小流域のK値は、
リザーブ定数を用いた経験式の考え
により設定した。

貯留高と直接流出高の関係図（例）

（岳下地点 H16.8洪水）

（田代八重ダム地点 H16.8洪水）

流域定数の設定

（樋渡地点） 岳下～樋渡上流域に設定

（綾南ダム地点） 綾南ダム上流域に設定

大淀川水系7．流出計算モデルの概要

実績流量の再現性の確認

昭和57年8月洪水 平成5年8月洪水 平成17年9月洪水

再現計算結果（例） 7

Rsa

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

総
直

接
流

出
高

（
m
m

）

総雨量（mm） （初期損失雨量除く）

f1領域のデータ群

f2領域のデータ群

※ 各地点の流出量は、小流域に降った雨が当該流域に一旦貯留（以下貯留量という）され、その後、河川を通じて当該流域から流出するといった現象をモデル化し、貯留関数法と連続式
を用いて追跡計算により算出している。

※ 流域に降った雨は土壌が飽和する雨量（Rsa：飽和雨量）までは降雨のうちの一定割合（f1：一次流出率）が流域に流入し、流域が飽和した後はすべての降雨が流域に流入すると仮定。
この流入量を流域への貯留量として与え、貯留に応じ流出量として流れることとし、この貯留量と流出量の関係は貯留関数と呼ばれる非線形の関数（Sl＝KQl^p Sl：貯留量、Ql：流出
量、K,p：パラメータ、過去の洪水で観測された実績の雨量および流量に基づき決定）で表現している。また、降雨による流入は流域への貯留を経て流出してくることから遅れ時間（T
ｌ：遅滞時間）を考慮し算出している。
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対象降雨の降雨継続時間の検討

8．基本高水の検討（１）

○ 対象降雨の降雨継続時間は、洪水到達時間、ピーク流量と時間雨量相関、強度の強い降雨の継続時間をもとに、総合的に判断して24時間と設定した。

■Kinematic Wave法による洪水到達時間は13～35時間（平均22時間）と推定
■角屋の式による洪水到達時間は7.8～10.1時間（平均9.1時間）と推定

Kinematic Wave法及び角屋の式による洪水到達時間の検討

Kinematic Wave法:短形斜面上の表面流にKinematic Wave理論を適用して洪水到達時間を導く手
法。実績のハイエトとハイドロを用いて、ピーク流量生起時刻以前の雨量がピーク流量生起時刻
(tp)の雨量と同じになる時刻(τp)によりTp= tp- τpとして推定

角屋の式：Kinematic Wave理論の洪水到達時間を表す式に、河道長と地形則を考慮した式

Tp＝CA ・re
0.22 -0.35

Tp :洪水到達時間(min)
A :流域面積(km )
re :時間当たり雨量(mm/hr)
C :流域特性を表す係数

丘陵山林地流域 C=290
放牧地・ゴルフ場 C=190～210
粗造成宅地 C=90～120
市街化地域 C=60～90

Tp ：洪水到達時間
τp ：ピーク流量を発生する特性曲線の上

流端での出発時刻
tp ：その特性曲線の下流端への到達時刻
re ：τp～tp間の平均有効降雨強度
qp ：ピーク流量

柏田地点ピーク流量とｎ時間雨量との相関

■ピーク流量と相関の高い短時間雨量の時間帯は15～36時間であり、そのなかで
24時間雨量が最も相関が高い

強度の強い降雨の継続時間の検討

■主要洪水における強度の強い降雨継続時間は概ね20時間程度継続しており、中には
H17.9洪水のように30時間を超えるものもある。

2

8※基準地点柏田における実績ピーク流量の上位10洪水を対象

kinematic wave法

実測流量

（m
3
/s）

算定結果
（hr）

平均有効
降雨強度

re

算定結果
（hr）

1 S 46 . 8 . 5 5,394 8/5 23:00 35 11.4 9.6

2 S 57 . 8 . 27 7,136 8/27 6:00 35 9.9 10.1

3 S 59 . 8 . 26 5,509 8/26 9:00 21 12.8 9.2

4 H 1 . 7 . 28 6,123 7/28 11:00 15 17.5 8.2

5 H 2 . 9 . 29 6,254 9/29 22:00 22 9.7 10.1

6 H 5 . 8 . 1 7,016 8/1 20:00 13 16.9 8.3

7 H 5 . 8 . 10 5,579 8/10 6:00 17 10.1 10.0

8 H 9 . 9 . 16 6,810 9/16 16:00 22 13.5 9.0

9 H 16 . 8 . 30 6,476 8/30 13:00 16 16.9 8.3

10 H 17 . 9 . 3 9,468 9/6 11:00 19 20.1 7.8

- - - 22 - 9.1平 均 値

ピーク流量

時刻

№ 降雨年月日

角屋式

0.576 0.565 
0.602 

0.757 
0.802 

0.858 
0.889 0.886 

0.893 0.884 0.870 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1時間 2時間 3時間 6時間 9時間 12時間 15時間 18時間 24時間 36時間 48時間

相
関
係
数

継 続 時 間
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柏田地点ピーク流量

（m
3

/s）

S29. 8.18 11,700
S29. 9.13 10,600
S30. 9.30 10,800
S39. 9.25 10,000
S46. 8. 5 12,600
S46. 8.30 10,700
S57. 8.27 12,000
S59. 8.26 8,300
H 1. 7.28 10,600
H 5. 6.14 10,300
H 5. 8. 1 10,900
H 9. 9.16 13,600
H11. 7.27 9,300
H15. 8. 8 10,000
H16. 8.30 14,500
H17. 9. 6 13,000
H18. 7.22 10,000
H23. 9.20 11,500

H17.9

H1.7
H5.8.1

469423

約465mm
（H17.9実績）

・短時間雨量あるいは小流域の
雨量が著しい引き伸ばしとな
っている洪水
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②流量データ
による検討
（S36～H25）

③雨量データに
よる検討（24hr）

（S29～H25）

④モデル降雨
による検討

①既定計画の
基本高水の
ピーク流量

⑤既往最大
洪水流量

○ 基本高水のピーク流量の設定にあたっては、雨量データによる確率からの検討に加え、流量データによる確率からの検討、確率規模モデル降雨波形による検討を
実施した。

○ これらの検討結果を総合的に判断して、基本高水のピーク流量は、基準地点柏田において11,700m3/sと設定した。

大淀川水系

雨量データによる確率からの検討 流量データによる確率からの検討

9

8．基本高水の検討（２）

1/150確率規模モデル降雨波形は、すべての継続
時間において1/150となるように降雨波形を作成

し流出計算を実施した

主要な18洪水について、1/150規模モデル降雨
波形による流量を計算した結果、基準地点柏田
における流量は8,300～14,500m3/sと推定した

各種手法による検討を総合的に判断して、基本高水の
ピーク流量を9,700m3/sから11,700m3/sに変更する

時間雨量データの存在する昭和29年～平成25年の年最大24時間

雨量を対象に、水文解析に一般的に用いられる確率分布モデル
による1/150確率雨量から、各確率分布モデルのJackknife推定誤
差が最小となる458mmを採用した

主要洪水を対象に、1/150確率24時間雨量となるような引き伸ば

し降雨波形を作成し、見直した流出計算を行い基準地点柏田に
おいて9,200～16,200m3/sとなる

このうち短時間雨量あるいは小流域の雨量が著しい引き伸ばし
となっている洪水については参考値とした

基本高水のピーク流量の設定

1/150確率規模モデル降雨波形による検討

H17.9

H9.9

S57.8

平成16年8月型（拡大率1.458倍）

10,000 14,800

約10,500m3/s
（H17.9実績）

※×…短時間雨量あるいは小流域の雨量が著しい引き伸ばしとなっている洪水

90

80

70

50

F[％] 

500 1000 2000 5000 10000

100

【対数正規確率紙】

昭和36年～平成25年の53年間の流量デ

ータを対象に、水文解析に一般的に用
いられる確率分布による1/150相当の流
量は10,000～14,800m3/sと推定される

:短時間雨量あるいは
小流域の雨量が著し
い引き伸ばしとなっ
ている洪水

手法 線種 SLSC
確率1/150雨量

（mm）

Jackknife

推定誤差

 Gumbel 0.031 458 34.2

 SqrtEt 0.043 576 66.6

 Gev 0.033 443 59.8

 LP3Rs 0.028 435 75.1

 LogP3 0.027 423 66.1

 Iwai 0.026 444 65.3

 IshiTaka 0.030 449 71.0

 LN3Q 0.026 436 87.5

 LN3PM 0.029 446 69.2

 LN2LM 0.031 468 44.4

 LN2PM 0.031 469 46.3

 LN4PM - - -

20000
(mm)

手法 線種 SLSC

確率1/150流

量

（m
3
/s）

 Gumbel 0.020 11,013

 SqrtEt 0.036 14,722
 Gev 0.019 11,501

 LP3Rs 0.025 10,154
 LogP3 0.024 9,962
 Iwai 0.021 11,415

 IshiTaka 0.020 10,933
 LN3Q 0.023 11,653
 LN3PM 0.020 10,872

 LN2LM － －
 LN2PM － －
 LN4PM － －

洪水年月日

基準地点柏田

ピーク流量

（m3/s）

S29. 8.18 10,000

S29. 9.13 10,800

S30. 9.30 11,600

S39. 9.25 13,900

S46. 8. 5 12,000

S46. 8.30 11,000

S57. 8.27 13,400

S59. 8.26 9,900

H 1. 7.28 10,400

H 5. 6.14 16,200

H 5. 8. 1 11,000

H 9. 9.16 14,000

H11. 7.27 9,800

H15. 8. 8 9,200

H16. 8.30 11,700

H17. 9. 6 10,400

H18. 7.22 12,100

H23. 9.20 11,400

11,700（m3/s）
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○ 計画高水流量が流下できる河道が概成している本庄川合流点より下流の区間（宮崎市街部）では、河川整備基本方針の契機となった平成17年9月洪
水の流量が流下すると相当の区間で計画高水位を上回る。

○ 一方、整備途上である本庄川合流点より上流の区間では、山間狭隘部と背水区間を除いて、ほとんどの区間が計画高水位以下の水位となる。
○ 本庄川合流点より上流の区間については、今後の河川整備によってさらに流下能力が向上することを考慮し、計画高水流量については基準地点柏田

についてのみ見直すこととした。

9．計画高水流量の検討（1） 大淀川水系

■平成17年9月洪水の洪水特性等を考慮した上で、基準地点の
計画高水流量についてのみ見直す

平成17年9月洪水のピーク水位縦断図

現行計画の計画高水流量図

10

■平成17年9月洪水については、本庄川合流点より上流の区間では山間狭隘部や背水区間を除きほとんどの区間が計画高水
位以下で流下するが、本庄川合流点より下流の区間（宮崎市街部）では相当の区間で計画高水位を上回る

平成17年9月洪水の降雨分布

平成17年9月4日17時～9月6日16時（48時間雨量）

基準地点
柏田

山間狭隘区間

山間狭隘区間

基準地点の計画高水流量を見直し

河道が概成し計画高水
流量が流下可能

河道が整備途上であり現況河道の
流下能力は計画高水流量未満

河道が整備途上であり現況河道の
流下能力は計画高水流量未満河道が整備途上であり現況河道の

流下能力は計画高水流量未満

■平成17年9月洪水は流域
中央の南北ライン状に強い
雨が降った

宮崎市街部のピーク水位縦断図の拡大図

：平成17年9月洪水のピーク水位（現況河道・現況施設）

■4k付近から上流にかけ
て計画高水位を超過

宮崎市街部区間

0.0 5.0 10.0

柏田地点

（km）

標高
（T.P.m）

：平成17年9月洪水
のピーク水位（現況
河道・現況施設）
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大淀川水系大淀川水系9．計画高水流量の検討（2）

橘
橋

基準地点の計画高水流量の考え方

鉄
道
橋

高松橋

天
満
橋

小
戸
之
橋

（架
替
中
）

宮崎大橋

大淀川
水管橋

■ 基準地点：柏田

相生橋

平和台大橋

河道計画の考え方（宮崎市街部）

■摩擦速度の縦断分布が上下流と同じ程度になるよう、河床に盛り上がっ

た岩盤の切り下げ掘削等により河積拡大を図ることで、当該地点で概ね

10,000m3/sを流下させることができる

■ネックとなっている4km付近の盛り上がった河床岩盤の切り下げ掘削等に

より河積拡大を図ることで、当該地点で概ね10,000m3/sを流下させること

ができる

■基準地点柏田の計画高水流量については、基準地点下流の流入量や社会的

影響も考慮した上で9,700m3/sとする

宮
崎
市
役
所

宮
崎
県
庁

10,000

現況河道における水位(柏田9,700m3/s)

4km付近の河積拡大と、その上流
区間の河道掘削によって、柏田地点
9,700m3/sがHWL以下で流下できる

※ 柏田地点で、仮に9,800m3/sの流量を流すとした場合、
4km付近の流量は10,000m3/sとなり、計画上必要な
堤防余裕高は1.5mから2mになる

9,900 9,700 9,700計画高水流量（m3/s）
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大淀川→

橘
橋

大
淀
大
橋

鉄
道
橋

小
戸
之
橋

（架
替
中
）

■河口から約4kmの位置にある橘橋付近は、川幅が

狭く、直下流の河床には部分的に盛り上がった岩

盤が露頭し、流下能力上のネックとなっている

河床の岩盤が盛り上がった範囲

2 3 4 5 6 

赤江大橋

小戸ノ橋

（架替中）

鉄道橋

大淀大橋

橘橋

天満橋

（m）

← 距離標（km）
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300
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200

300

天満橋

橘橋

大淀大橋 小戸ノ橋
（架替中）

鉄道橋

大淀川

約430m
約

380m約450m

大淀川左岸2k800から対岸を望む

3k
4k

川幅縦断図（大淀川4k付近）

河床に盛り上がった
岩盤が露頭している区間

○ 河口から約4kmの位置にある橘橋付近は、川幅が狭く、河床には部分的に盛り上がった岩盤が露頭し、流下能力上のネックとなっている。
○ このネック部について、社会的影響も考慮した上で河積拡大を図ることによって、基準地点柏田において9,700m3/sの流下が可能と判断し、計画高水

流量を9,700m3/sに変更することとした。

たちばなばし

9,000m3/s河道
10,000m3/s河道
11,000m3/s河道

河床に盛り上がった岩盤が
露頭している区間

岩盤河床の切り下げイメージ（3.2km付近）

岩 岩

（参考）
激特整備前河道における
水位(柏田9,700m3/s)



○ 計画規模は、現行の河川整備基本方針と同様に1/150とした。
○ 基準地点柏田の基本高水のピーク流量は、総合的に検討した結果、9,700m3/sから11,700m3/sに変更することとした。
○ 基準地点柏田の計画高水流量は、8,700m3/sから9,700m3/sに変更し、既設ダムの有効活用及び新たな洪水調節施設により2,000m3/sを調節することとした。

大淀川水系10．基本高水等の変更の概要

現行計画の概要

変更案の概要

凡 例

■ 基準地点
● 主要地点

凡 例

■ 基準地点
● 主要地点

計画高水流量図

計画高水流量図

9,700→
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汽水域、砂浜、
中州(丸島)、
コアマモ群落

平地、照葉樹林、
瀬・淵

急峻な山地、瀬・
淵、ダム湛水域、
河畔林

盆地、瀬・淵、草地、
湿地、砂州

【本川の下流部】
• 上流端付近は、スダジイ等の照葉樹林が生育する。
• 瀬にはアユの産卵場が多数存在する。
• 水際にはタコノアシ等の湿性植物が生育する。
• 汽水域にはコアマモ群落が分布し、その周辺にはアカメが生

息する。
• 汽水域の砂泥底にはクボハゼをはじめとしたハゼ類も多く生

息する。
• タブノキ等の河畔林で囲まれた丸島は、ミサゴやサギ類等多

くの鳥類が生息する。
【本庄川】
• 瀬にはアユの産卵場が多数存在する。
• 水際のワンドには、ササバモやミズキンバイ等の水生植物が

生育し、ミナミメダカ等が生息する。

○ 上流の都城盆地の区間は、河床が砂礫層からなり、ヨシノボリ類等が生息している。また河岸のオギ群落にはカヤネズミ等が生息している。
○ 中流は山間狭隘部の区間となっており、高岡ダム及び大淀第一ダムのダム湛水域が存在している。河岸の河畔林にはコゲラが生息し、流れのある区間の瀬・

淵、礫河原にはアユやカジカガエルが生息している。
○ 下流の区間は、瀬と淵を交互に形成しながら流下し、瀬にはアユの産卵場がある。また汽水域の支川の八重川と津屋原沼にはコアマモ群落があり、アカメが生息

している。支川の本庄川は、国内でも貴重な照葉樹林帯の中を流れる九州屈指の清流となっている。

11．動植物の生息・生育・繁殖環境 大淀川水系

• 河床は砂礫層から成り、瀬にはヨシノボリ類等が生息する。
• 高水敷のオギ群落等の草地にはカヤネズミ等が生息し、ゴマ

クサ等の明るい湿地環境を好む植物も生育する。

【留意点】
・河道掘削にあたっては、瀬・淵、草地、湿地環境の保全が必要。

上流域の河川環境（53k8～78k8）

下流域の河川環境（河口～本庄川合流点0.0k～13.1k 大淀第一床止め～大臣管理区間13.1k～28.0k 本庄川）

河川の区分と自然環境

区分 下流域 中流域 上流域

区間 河口～28k0 28k0～53k8 53k8～78k8

地形 平地 急峻な山地 盆地

特性 瀬・淵、砂浜、中州（丸島）、汽水
域、コアマモ群落、照葉樹林

瀬・淵、ダム湛水域、河
畔林

瀬・淵、草地、湿地、砂州

河床材料 砂・礫 礫・大礫 砂・礫

勾配 1/800～1/3600 1/800～1/1200

植物相 スダジイ、タブノキ、タコノアシ、ミ
ズキンバイ、ササバモ

広葉樹林、竹林 オギ群落、ゴマクサ

動物相 アカウミガメ、ミサゴ、サギ類、ア
ユ、コイ、スズキ、アカメ、ミナミメ
ダカ、モツゴ

コゲラ、カジカガエル、ア
ユ、カワアナゴ

カワセミ、ヤマセミ、カヤネズ
ミ、ヨシノボリ類、オイカワ、
コイ

【留意点】
・河道掘削等にあたっては、アカメやアユ等の魚類の生息・産卵環境、鳥類の
集団生息地や植物の重要種の生育地となっている河畔林、ミズキンバイ等の
水生植物の生育地となっているワンド等の保全が必要。

• 河岸は広葉樹林や竹林等の河畔林がありコゲラ等が生息する。
• 瀬にはアユ、淵にはカワアナゴ等が生息する。
• 礫河原にはカジカガエル等が生息する。

アカメ

山付き部と連続する河畔林

73k0沖水川合流点

中流域の河川環境（宮崎県管理区間 28k0～53k8）

【留意点】
・河道掘削等にあたっては、河畔林、瀬・淵、礫河原の保全が必要。
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コアマモ群落
アカメ（稚魚）

大
淀
川→

丸島

津屋原沼

大淀川河口

丸島

アカメ
（成魚）



○ 河川空間は、宮崎市街部を中心として、ウォーキング、サイクリング、ゴルフ、カヌー等、憩いの場やレクリエーションの場として様々な利用がなされている。河川協
力団体等の市民団体による環境教育、防災教育、河川愛護活動等も盛んである。

○ 橘公園付近の大淀川河畔は、観光都市である宮崎の代表的な景観となっている。水質については、環境基準を概ね満足している。

【現状】
■上流部では、都城盆地を緩やかに流れ、散策、水遊びなどによる憩いの
場となっており、カヌーや採草地にも利用されている。

■中流部では、渓流の様相を呈し、釣りなどで利用されている。
■下流部では、宮崎市街地を流れ、サッカーやゴルフ等のスポーツのレク
リエーションの場として利用されている。

【留意点】
■河道掘削等にあたっては、現在の河川利用との調和を図るとともに、上中下流の河川特性を踏まえ、より一層魅力のある河川
空間を創出していくことが必要。

【現状】
■都市空間の憩いの場としての釣りなどの利用に
加え、橘公園や大淀川学習館では、観光客のカ
ヌー体験など宮崎市の観光スポット、環境教育
の場として利用されている。

人と河川との豊かな触れ合いの場、景観

【現状】
■環境基準点である本川岳下橋、志比田橋、乙房橋、樋渡橋、大ノ丸橋、
相生橋、小戸之橋、年見川宮丸橋、本庄川綾南川橋、本庄橋、柳瀬橋、
綾北川入野橋、深年川太田原橋では、近年は概ね環境基準程度で推移
している。

【留意点】
■下水道等の関連事業、関係機関、河川
協力団体、地域住民等との連携を図り、
現状の水質を維持するとともに、更な
る水質の向上を図ることが必要。

上中下流で特色のある空間利用

水 質

憩いの場・レクリエーション空間としての利用

12．人と河川との豊かな触れ合いの場、景観、水質 大淀川水系

＜水生生物調査＞
学生・河川協力団体とともに水
生生物調査を実施している。
また、河川敷にはサッカー場や
ゴルフ場もあり、多くの利用者
で賑わう。

＜大淀川学習館＞
水辺での自然観察・体験や環境教育など大
淀川を丸ごと学習することができる施設。
屋外施設『水辺の楽校』や『里山の楽校』
では遊歩道を散策しながら自然を満喫する
こともできる。

＜橘公園＞
「日本の道100選」に選ばれた
「観光都市宮崎」の発祥の地
としてシンボル的な堤防沿い
の公園。

＜渓流環境＞
日向山地と鰐塚山地に挟まれた
山間狭隘部は、河畔林と瀬・淵
が連続する美しい渓流景観を呈
す。

＜川の駅公園＞
川沿いのウォーキングコースやカ
ヌー乗り場などがあり、多くの利
用者で賑わう。

＜観音瀬＞
寛政3年（1791)から6年にかけ
て、川船が通行できるように
掘削した岩瀬。

＜カヌー＞
カヌー部の活動や市民団体に
よるカヌー体験などが行われ
ている。

＜向高運動広場（運動公園）＞
サッカーや野球などの球技を楽
しめ、堤防上はサイクリングコ
ースの一部となっている。
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＜水質汚濁防止対策連絡協議会＞
水質保全のための事業計画や水質事故発生時の情報連絡
体制の確認等を行っている。

環境基準値（Ａ類型）
2.0mg/l

環境基準値（Ａ類型）
2.0mg/l

環境基準値（Ａ類型）
2.0mg/l



大淀川水系13. 河川環境の整備と保全

【実施の基本】

(１) 川づくりにあたっては、単に自然のものや自然に近いものを多く寄せ集めるのではなく、可能な限り

自然の特性やメカニズムを活用する。

(２) 関係者間で下記に示す留意すべき事項を確認する。

(３) 川づくり全体の水準の向上のため、以下の方向性で取り組む。

ア 河川全体の自然の営みを視野に入れた川づくりとする。

イ 生物の生息・生育・繁殖環境を保全・創出することはもちろんのこと、地域の暮らしや歴史・文化と

結びついた川づくりとする。

ウ 調査、計画、設計、施工、維持管理等の河川管理全般を視野に入れた川づくりとする。

多様な河川景観河川本来が有している自然の営み 地域の暮らしとの調和

■「多自然川づくり基本指針」（平成１８年５月）

河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・再生を図る。

【留意点】

①河川が本来有している生物の生息・生育・

繁殖環境を保全・創出する。

水辺の遷移帯（エコトーン）の形成

②川の働きを活かしながら複雑な地形を保全・回復させる。

瀬と淵、ワンド、河畔林等の現存する良好な環境資源をでき
るだけ残す

③川の働きを許容する空間を確保する。

川幅を広くとり、良好なみお筋の形成を促す

洪水による河川、陸地のかく乱

④河川の連続性を保全回復する。

魚道の設置等による魚の上りやすい川づくり

支川や水路との合流点も連続性を持たせる

⑤河川景観を豊かにする。

川の営みによる地形と自然の

相互作用を豊かにする

水際植生と河畔林

広い川幅と多様な地形

蛇行部に存在する河畔林を保全
することで川の空間特性を保つ

魚の上りやすい川づくり

豊かな河川景観

下流部①（３ｋ２００付近）

下流部②（７ｋ８００付近）

○ 河川整備にあたっては、重要種を含む多様な動植物を育む瀬や淵等について、定期的なモニタリングを行いながら、多自然川づくりの基本方針に沿って、多様
な動植物の生育・生息・繁殖環境の保全・再生に努める。

○ また、河川利用との調和を図るとともに、都市空間等に潤いを与える河川景観、河畔林と瀬や淵が連続する美しい渓流景観など、良好な河川景観の維持・形成
に努める。さらに良好な水質の保全にも努める。

環境 配慮の対象

河口・汽水域の淵 アカメ成魚の生息環境

アカメ等の魚類の稚魚が生息するコアマモ群落、タコノアシ等の貴重な植物が生育する
水際等の保全・再生を図る。

環境 配慮の対象

水際 タコノアシ等の湿性植物の生育環境

※河床掘削を実施する場合の対応

河川環境における対策イメージ
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H.W.L

平水位

40m

4m

H.W.L

平水位

40m

4m

河川環境における対策イメージ

タコノアシ等の湿性植物
が生育する水際の保全

アカメ成魚の生息環境を
保全するため

河床の深みを保全

河川空間の利活用も考慮した上で
高水敷高の切り下げを実施

岩 岩



単位：m3/s(m3/s/100km2)

かんがい期
6/11～10/10

非かんがい期
10/11～11/30,

3/1～6/10

非かんがい期
12/1～2/28

1,564.0
26.09
(1.67)

25.93
(1.66)

25.93
(1.66)

1/10渇水
31.46
(2.01)

平均渇水
51.59
(3.30)

正常流量

代表地点
流域面積

(km
2
)

31.72
(2.03)

22.99
(1.47)

現況
流量

高岡

14．流水の正常な機能の維持を図るため必要な流量

○ 高岡地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、通年概ね26m3/sとし、変更しない。

○ 大淀川における既得水利としては、高岡地点から下流において、農業用水として約1.2ｍ3/s、上水道用水として約2.1ｍ3/s、合計約3.4ｍ3/sであり、増減はない。

○ 高岡地点における過去46年間（昭和43年～平成25年）の平均渇水流量は約33ｍ3/s、平均低水流量は約48ｍ3/sであり、流況は大きく変化していない。

基準地点は、以下の点を勘案し、
高岡地点とする。

①流量観測が長期的に行われているため、流水の正常な機能を維
持するため必要な流量を確実に管理・監視できる。

②動植物の生息・生育及び漁業の観点から重要な位置にある。

正常流量の基準地点

流況

河口から、本庄川合流点（13k000）までは感潮区間で潮位の影響
を受けるため、大淀川の低水管理地点は、潮位の影響を受けない
「高岡」（21k550）で行っている。
現況流況で平均低水流量48.31m3/s、平均渇水流量32.97m3/sとな
っており、近年、渇水による顕著な影響は生じていない。

維持流量の設定

項目 検討内容・決定根拠等

①動植物の生息地又は
生育地の状況

スズキ、アユ、ウグイ、オイカワの産卵及び移動に必要な
流量を設定

②景観
アンケート調査を踏まえ、良好な景観を確保するのに必要
な流量を設定

③流水の清潔の保持
環境基準（BOD75%値）の２倍値を満足するために必要な流
量を設定

④舟運
漁業用で吃水深10cm程度の小型船の航行がある程度で
あり、定期航路は無い。

⑤漁業
動植物の生息地又は生育地の状況からの必要流量に準じ
た値を設定

⑥塩害の防止
感潮区間に揚水機場等が存在するものの過去の河川取水
で塩害の実績がない

⑦河口閉塞の防止 過去に河口閉塞は発生していない

⑧河川管理施設の保護 対象となる河川管理施設は存在しない

⑨地下水位の維持
既往渇水時において、河川水の低下に起因した地下水被
害は発生していない

景観【21.2K大の丸橋下流】
必要流量 10.892m3/s

• フォトモンタージュを用いたアンケート調査により良好な景観を
確保する見かけの水面幅と見かけの河川幅の割合（20％）を設定

動植物の生息地又は生育地の状況【9.2K床止め】

必要流量 28.07m3/s

・決定地点は9.2K地点の床止
めであり、アユの移動に
必要な平均水深15cmを
干潮の越流時に確保した。 流水の清潔の保持【大の丸橋】

必要流量 16.21m3/s

• 将来の流出負荷量を想定し、渇水時において環境基準２倍値
を満足するために必要な流量を設定

• 将来の流出負荷量は「大淀川流域別下水道整備総合計画」の
下水道整備完了後の値を使用した。

• 農業用水 かんがい期：5.236m3/s （1.239m3/s）
非かんがい期：1.490m3/s （0m3/s）

• 上水 通年：2.133m3/s
• 大淀川の水は農業用水や上水に利用され、水力発電としては
大正15年に建設された大淀川第１発電所をはじめとする16箇
所の発電所により総最大出力約210,000kWの電力供給が行わ
れている。

水利流量の設定

正常流量の設定
・ 高岡地点における流水の正常な機能を維

持するため必要な流量については、動植物の生息、生育及び漁
業等を考慮し概ね26m3/sとする。

大の丸橋下流のフォトモンタージュ写真（W/B0.4時）

大の丸橋下流のフォトモンタージュ写真（W/B0.2時）

単位：m3/s

最大値 最小値 平均値 W=1/10

豊水流量 200.25 57.24 98.49 65.88

平水流量 93.49 38.33 65.33 48.26

低水流量 71.66 27.48 48.31 33.13

49.86 19.41 32.97 23.11

(3.19) (1.24) (2.11) (1.48)

統計期間

注1：渇水流量の下段（　）は流域面積100km2当たりの流量である。

注2：平成11,14,16～18年は欠測。

流況
大淀川　高岡　（現況 通年）　1,564km2

渇水流量

昭和43年～平成25年の46年間
W=1/10：昭和43年～平成25年の第4位/41年

（高岡地点より下流）
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○ 人為的影響のある区間等を除き、全川にわたって河床は安定している。河口部においては、侵食や堆積の傾向は見られず、近年、河口閉塞も生じていない。
○ 河道の変化や河床材料等についてモニタリングを実施し、適切な河道管理を行う。また、総合的な土砂管理の観点から、河道内の土砂移動、海域への土砂流出等、土砂の挙動を

把握し、関係機関と連携を図って適切な土砂管理に努める。

大淀川水系15．総合的な土砂管理

昭和22年 昭和52年

■人為的影響や出水に伴う一時的な変動のある区間等を除き、全川的な
平均河床は近年概ね安定している。

■河口部においては、侵食や堆積の傾向は見られず、近年、河口閉塞も生じていない。

河床変動の状況 (平均河床高変化)

河口部の状況

航路維持を主目的とした導流堤が昭和44年に完成し
た後も、砂州による河口閉塞が課題となっていたが、
河口部北側に位置する宮崎港の整備等に伴い、現在
では澪筋等の大きな変動等もみられない状況。

ダムの堆砂状況 ■計画堆砂量を上回っているダムが
確認される。

河口閉塞（砂州） 導流堤の整備

［大淀川下流］

田代八重ダム

Ｓ47～H22
（横断形状変化）

■河道平面形状や人為的影響等による局所的な
変動を除き、特に近年は概ね安定している。

一時的な局所洗掘

Ｓ47～H22
（横断形状変化）

激甚災害対策特別緊急事業による
河道掘削（平成17年採択）
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平成24年
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河床変動の状況 (平均河床高変化)

［大淀川下流］
Ｓ47～Ｓ63 ※砂利採取あり(S49～S63)

Ｓ63～Ｈ 9 ※砂利採取あり(S63～H 6)

Ｈ 9～Ｈ18 ※砂利採取あり(H11～H12)

Ｈ18～Ｈ22 ※砂利採取なし
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計画堆砂量 1300千m3
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計画堆砂量 1800千m3

実績堆砂量累計（H26時点） 2042千m3

実績堆砂量累計（H26時点）
2151千m3

実績堆砂量累計
（H26時点）
8487千m3

実績堆砂量累計
（H26時点）
4029千m3

［大淀川上流］［大淀川上流］
Ｓ47～Ｓ63 ※砂利採取あり(S49～S52)

Ｓ63～Ｈ 9 ※砂利採取なし

Ｈ 9～Ｈ18 ※砂利採取なし

Ｈ18～Ｈ22 ※砂利採取なし
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